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被
爆

周
年
原
水
爆
禁
止
広
島
大
会

74
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
一
員
で
３
人
が
参
加

部
も
加
わ
り
新
社
会
党
の
の
ぼ

り
旗
を
掲
げ
た
。

午
後
５
時
か
ら
、
第

代
高

18

校
生
平
和
大
使
・
脇
原
華
怜
さ

ん
の
司
会
で
、
開
会
総
会
は
始

ま
っ
た
。
全
員
の
黙
祷
後
に
川

野
浩
一
大
会
実
行
委
員
長
の
挨

拶
と
広
島
市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
代
読
さ
れ
た
。
海
外
か
ら
の

挨
拶
は
、
マ
ー
ャ
ル
諸
島
か
ら

核
実
験
に
よ
る
放
射
線
被
曝
の

被
害
者
支
援
運
動
家
の
ラ
ニ
ー

・
ク
ラ
マ
ー
さ
ん
と
サ
マ
ン
サ

・
ハ
ナ
ー
グ
さ
ん
。
広
島
県
被

団
協
の
高
品
健
二
さ
ん
の
「
被

爆
証
言
」
が
語
ら
れ
た
。
高
品

さ
ん
は
、

年
生
れ
。
８
歳
の

37

時
に
爆
心
地
か
ら
２
・
５
キ
ロ

の
自
宅
付
近
で
近
所
の
仲
間
と

遊
ん
で
い
る
時
に
被
爆
。
お
父

を
原
爆
で
亡
く
さ
れ
た
。
一
人

っ
子
に
な
り
、
叔
父
の
援
助
で

無
事
に
理
髪
教
習
所
を
卒
業

し
、
理
髪
業
を
営
み
大
阪
で
仕

事
を
終
え
た
後
、
広
島
に
帰
郷
。

約

分
の
限
ら
れ
た
時
間
で
の

30
高
品
さ
ん
の
被
爆
体
験
に
参
加

者
は
胸
を
打
た
れ
た
。
続
い
て

第

代
高
校
生
平
和
大
使
三
人

22
の
紹
介
と
藤
本
事
務
局
長
が
「
命

と
命
に
付
随
す
る
人
間
の
全
て

を
、
私
た
ち
は
決
し
て
納
得
せ
ず

に
は
奪
わ
れ
な
い
。
そ
の
権
利
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
、
改
め
て
確
認

し
た
い
」
な
ど
の
基
調
報
告
を
し

た
。
今
年
の
開
会
総
会
の
参
加
者

は
１
９
０
０
人
だ
っ
た
。

大
会
２
日
目
の
５
日
は
、
午
前

中
８
つ
の
分
科
会
で
の
討
論
、
午

後
は
国
際
会
議
、
５
つ
の
広
場
と

今
年
初
め
て
企
画
し
た
「
原
民
喜

『
夏
の
花
』
を
歩
く
」
な
ど
３
つ
の
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
実
施
さ
れ

た
。
芝
崎
眞
吾
（
ユ
ニ
オ
ン
平
和
副

委
員
長
）
さ
ん
は
、
分
科
会
の
座

長
を
務
め
た
。

最
終
日
の
６
日
は
、
原
爆
の
投

下
さ
れ
た
８
時

分
に
黙
祷
と
平

15

和
式
典
が
営
ま
れ
た
。
出
席
し
た

安
倍
晋
三
首
相
は
「
禁
止
条
約

に
は
核
兵
器
国
が
参
加
し
て
お

ら
ず
「
現
実
の
安
全
保
障
の
観

点
を
踏
ま
え
て
い
い
」
と
し
て

署
名
・
批
准
に
否
定
的
な
考
え

を
示
し
た
。

８
月
４
日
、
被
爆

周
年
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
広
島
大
会
が
始
ま

74

っ
た
。
４
月
か
ら
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
中
央
団
体
に
加
盟
し
た
ユ
ニ
オ

ン
ネ
ッ
ト
平
和
セ
ン
タ
ー
（
代
表
斉
藤
隆
靖
・
以
下
ユ
ニ
オ
ン
平
和
）

か
ら
、
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
一
員
と
し
て
３
人
が
参
加
し
た
。
広
島
大

会
は
、
平
和
公
園
か
ら
出
発
す
る
折
り
鶴
平
和
行
進
か
ら
始
ま
っ
た
。

暑
さ
の
残
る
午

後
３
時

分
、
折

40

り

鶴

平

和

行

進

は
、
平
和
公
園
資

料
館
前
に
集
ま
っ

た
全
国
か
ら
の
代

表
団
、
そ
し
て
地

元
参
加
者
、
海
外

代
表
が
、
開
会
総

会
会
場
の
県
立
総

合
体
育
館
グ
リ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ
を
目

指

し

て

出

発

し

た
。
先
頭
は
、
例

年

通

り

海

外

代

表
。
続
く
行
進
の

数

は

１

３

０

０

人
。
「
ユ
ニ
オ
ン

平
和
」
の
の
ぼ
り

と
地
元
広
島
県
本



投票率34.22％

過
去
（
戦
争
）
は
精
算
済
み

蒸
し
返
す
な
！

日
韓
基
本
条
約
を
盾
に
妥
協
を
許
さ
ず
攻
め
る
ア
ベ

精
一
杯
闘
い
ま
し
た
！

無
念
さ
を
闘
う
決
意
に
変
え
頑
張
り
ま
す

柏
市
議
選
初
挑
戦
の
小
川
和

良
候
補
（
全
国
幹
事
）
は

８

０
５

票
、

位
（
定
数

）

43

36

で
敗
北
。
短
期
間
の
取
り
組
み

の
壁

を
越
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
写
真
は
３
日
、
事
務
所
前
で

最
後
の
挨
拶
を
す
る
候
補
者
）

投
票
結
果
が
確
定
し
た
５
日

の
未
明
、
小
川
選
対
か
ら
コ
メ

ン
ト
が
発
せ
ら
れ
た
。
「
党
員

の
皆
様
に
は
暑
い
中
、
千
葉
県

本
部
石
井
委
員
長
を
先
頭
に

千
葉
県
本
部
議
員
団
（
藤
崎
、

稲
田
、
秋
鹿
議
員
）
が
応
援
に

駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
東
京

か
ら
も
組
織
的
支
援
を
し
て
頂

き
ま
し
た
。
水
摩
・
福
田
区
議

そ
し
て
赤
坂
さ
ん
に
も
連
日
応

援
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

結
果
は
８
０
５
票
、

位
で

43

し
た
。
当
選
ラ
イ
ン
に
は
及
ば

ず
、
非
常
に
残
念
な
結
果
で
し

た
。
敗
因
は
選
挙
運
動
期
間
が

１
ケ
月
と
短
か
っ
た
事
に
尽
き

る
と
思
い
ま
す
。
短
期
間
の
中

で
、
出
来
る
こ
と
は
や
り
切
り

ま
し
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
良

い
闘
い
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ

ま
に
深
く
感
謝
を
致
し
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

◆
小
川
か
ず
よ
し
さ
ん
（
談
）

応
援
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
同
士
と
支
援
し
て
い
た
だ
い

た
仲
間
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
私
の
力

不
足
に
無
念
さ
を
噛
み
し
め
、

頑
張
る
決
意
は
失
い
ま
せ
ん
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

安
倍
首
相
は
、
日
韓
基
本
条

約
（

年
６
月

日
に
締
結
）

65

22

を
指
し
て
、
徴
用
工
訴
訟
問
題

は
国
際
法
上
で
も
解
決
済
み
と

し
て
、「
約
束
を
守
ら
な
い
韓
国

が
悪
い
」
と
、
両
国
間
の
交
渉

に
応
じ
な
い
。

年
の
日
韓
請

65

求
権
協
定
を
韓
国
が
遵
守
し
な

い
限
り
、
日
韓
の
交
渉
進
展
は

な
い
と
ホ
ワ
イ
ト
国
除
外
も
閣

議
決
定
し
た
。
安
倍
政
権
の
一

存
で
、
日
韓
関
係
（
政
治
・
経

済
・
市
民
分
野
な
ど
）
を
緊
張

拡
大
を
さ
せ
て
、
交
流
を
困

難
に
さ
せ
て
い
る
。

安
倍
政
権
の
本
音
は
、「
あ

の
戦
争
は
間
違
っ
て
い
な
か

っ
た
。
憲
法
改
正
で
自
衛
隊

を
軍
隊
に
格
上
げ
さ
せ
、
世

界
標
準
の
国
力
に
す
る
。
力

で
海
外
進
出
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
」
が
あ
る
。
徴
用
工

問
題
を
ナ
シ
ョ
ナ
ル
リ
ズ
ム

で
煽
り
、
右
派
勢
力
を
活
気

づ
け
る
。「
表
現
の
不
自
由
展
」

中
止
は
そ
の
現
れ
だ
。


